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背景 
• 近年，セレンディピティという言葉が注目されている。 
 
 
 
 
 
 

セレンディピティ【serendipity】 
   - 思わぬものを偶然に発見する才能[能力]. 

              参照：研究社 新英和中辞典 

• セレンディピティが発揮される状況 

・意図して進めた目的とは異なったところがある 
・学識，見識，集中力，経験などのレベルが高い 
・偶然の機会をうまくつかんでいる 

・よく知らない分野では発揮しづらい 



背景 
• セレンディピティを高めるプロセス 

① 興味があること
に出会う 

② そのことを 
気に留めておく 

後日、ヒント・アイデアの 
きっかけを発見 

 
 
 

「あ、これは！」と感じる 
“気付き”・セレンディピティ 

①・②のプロセスを繰り返すことで， 
セレンディピティを発揮する 
確率が高まる。 
 
参考文献： 
澤泉重一（2002) 『偶然からモノを見つけだす能力―「セレンディピティ」の活かし方』  
角川書店（角川oneテーマ21） 



目的 

ユーザーの体験をもとに 
生成したコンテンツによって 

ユーザーにセレンディピティを発揮させる 



先行研究 
奥健太,服部文夫(2013) 

 「セレンディピティ指向情報推薦のための 
   フュージョンベース推薦システム」 

『知能と情報』Vol. 25 (2013) No. 1 p. 524-539  
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Serendipity? 



制作したもの 

content 

ユーザーの体験をもとに生成され、 
ユーザーにセレンディピティ発揮を促す 

Twitterを使ったインタラクティブコンテンツ 

input 

output 
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そのことを 

気に留めておく 

Twitterの活用 
• セレンディピティを高めるプロセス（Twitterを利用） 

 
興味があることに 

出会う 

 
後日、ヒント・アイデアの 

きっかけを発見 

Twitterでつぶやく 

content 

つぶやきに関連があり、 
ヒント・アイデアとなり得る 

コンテンツを提供 

セレンディピティ 
発揮を促す 
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デモ 
作品のデモを行います。 

開発環境 HTML5 
CSS3 

XAMPP 1.8.3 
・Apache 2.4.4 
・PHP 5.5.3 

使用技術 Twitter API 1.1 
Yahoo API 1.0 Flickr API 

使用ソフト 秀丸 Adobe Illustrator CS6 
Adobe Photoshop CS6 



利用実験とヒアリング調査 
 

 
期間 2013年10月12日,13日の二日間 

回答数 15 

調査方法 
実際にコンテンツに触ってもらい、 
横で手順･仕組みなど説明しながら 
ヒアリングする。 



調査の目的 
• コンテンツの有用性を明らかにする 

– Twitterの利用方法の違いから 
– Twitterのつぶやき内容の違いから 
– Twitterの利用頻度から etc. 

 

• ユーザーがコンテンツに対し 
どのように興味を示すのかを観察する 
 

• ターゲット層の絞込み 



主なヒアリング内容 
• 抽出されたキーワードに対する見覚えの有無 
• 普段のつぶやきの内容・傾向 
• 興味を示す画像の有無 
• 画像の詳細を閲覧したか 

 
• その他自由に思ったことなど 

 



ヒアリング結果 

あり 13名 

なし 2名 

興味を持った 
画像はあるか 

• つぶやきの総数自体が少ない 
• キーワードの方に興味を惹かれる 

詳細をさらに 
閲覧したか 

• 抽出されたキーワードに見覚えがある 
⇒15名中12名（見覚えがない1名、どちらともいえない2名） 

見ていない 

7名 

見た 

6名 



結果と考察（1） 
• 抽出されたキーワードに見覚えのある人が多い 
⇒コンテンツの効果が期待できる 
 

• つぶやく頻度が低い  
  ･･･キーワードが古い、覚えていない 

• つぶやきの総数が少ない 
  ･･･表示できる画像の総数が減ってしまう 

   ⇒ターゲット層から外れている 
 

 
 
 
 



結果と考察（2） 

⇒そのため、何かしら興味を 
惹かれる画像が提示されたのでは 

• Flickrの画像投稿コメント等にも反応するため、 
キーワードに対し意外な画像が出やすい 
 

• Flickrでの人気順に画像を表示するため、 
きれいな景色などの画像が出やすい 

あり 13名 

なし 2名 



結果と考察（2） - 意外な結果例 

1.ステラプレイスの「ステラ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「ステラ」 
という名前のシャチ 

2.「顔」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「顔料」 



結果と考察（3） 
• 15名中6名が詳細を閲覧した 
⇒ユーザーにとって有用な画像が提示された 
 

• 提示された画像により、有用な発見をできた 
例があった 

あり 13名 

なし 2名 

見ていない 

7名 

見た 

6名 



結果と考察（3） - 有用な画像例 

1.「いも」 
 
 
 
 
 
 
 
 

紫の「芋の花」 
白い芋の花しか知らなかったユーザー 

「勉強になった」というコメント 

2.「星」 
 
 
 
 
 
 
 
 

「星空」 
見入ってしまうほどの星空が表示され、 

詳細を閲覧したとのこと 



結果と考察（3） - 有用な画像例 

 
 

3.「ギター」 
 
 
 

Hard Rock Café 
in Manhattan 

 
音楽関連の呟きが多いユーザー 
「行ってみたい」というコメント 

 



まとめ 
• 15名中13名が、提示された画像に興味を示した。 

 

• 6名に対して有用と思われる（詳細を閲覧した） 
画像を提示できたが、セレンディピティの発揮は 
確認できなかった。 
 

• 提示された画像から有用な発見ができた 
ユーザーがいた。 
⇒本制作によってセレンディピティの向上を図る 
可能性を示唆 



今後の課題 
• キーワード抽出の精度向上 
• ソースコードの見直しによるプログラムの高速化 

 

提示できる画像の幅が広がる 

セレンディピティの発揮をより促すことができる 



ご清聴ありがとうございました。 
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